
〇総括原価の配分方法（１）

総括原価

69.8億円/5年間

約14億円/1年

需要家費 3.4億円
総括原価のうち、料金徴収にかかる検針・集金費や、
メーター購入費などの費用の合計額

固定費 63.1億円
総括原価のうち、水道施設の維持管理費など、施設
を適正に維持拡充していくのに必要な費用の合計額

変動費 3.3億円
総括原価のうち、動力費や薬品費など、給水量の増
減に比例する費用の合計額

資料1-4

1



〇総括原価の配分方法（２）

総括原価
69.8億円/5年間
約14億円/1年

需要家費
3.4億円

固定費
63.1億円

変動費
3.3億円

準備料金
35.6億円

５１％

従
量
料
金

基
本
料
金

水量料金
34.2億円

４９％

①固定費を原水浄
水（水を作る）部
門、②配水給水
（水を使用者へ配
る）部門、③一般
管理部門の３つに
区分し、配水給水
部門、一般管理部
門を準備料金へ、
原水浄水部門を水
量料金へ区分する。

準備料金をメー
ター個数や価格、
流量比により各
口径へ配分し、
基本料金とする。

水量料金を見込
給水量で割り、1
㎥当たりの額を
従量料金とする。
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② ③

①

給水準備に
必要な原価

水量に応じ
賦課される
べき原価


